
 

   各    位 
平成 20年 4月 11日 

東京都港区六本木六丁目 1番 20号 
株式会社ワイズテーブルコーポレーション 

代表取締役社長 金山 精三郎 
（コード番号：2798 東証マザーズ） 
問い合わせ先 取締役副社長 庄司 靖 

（℡ 03-5412-0065） 
 

 
業績予想の修正及び特別損失等の計上に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年9月19日に公表しました平成20年2月期（平成19年3

月1日～平成20年2月29日）の業績予想の修正並びに特別損失等の計上につき、下記のとおりお知

らせいたします。 
 

 
記 

 
１．平成20年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成19年3月1日～平成20年2月29日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,389 193 218 58 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,444 219 243 15 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 55 25 24 △43 

増 減 率            （％） 0.9 13.4 11.4 △74.1 

（ご参考）前期実績 
（平成19年2月期） 

6,190 205 229 131 

 
 
２．平成20年2月期通期連結業績予想数値の修正（平成19年3月1日～平成20年2月29日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,281 576 581 241 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,268 491 485 232 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △13 △85 △96 △8 

増 減 率            （％） △0.1 △14.8 △16.6 △3.7 

（ご参考）前期実績 
（平成19年2月期） 

9,641 236 253 173 

 

 

３．修正の理由 

 ＜個別＞ 

  売上高については前回発表予想に比して若干の増加となり、営業利益及び経常利益については原

価率等の改善から前回発表予想を上回る見通しであります。 



 

しかしながら、当社子会社であります株式会社A・C・Tについて子会社株式評価損20百万円を特

別損失に計上したこと（当該評価損に対する繰延税金資産は計上しておりません）、過年度に計上し

た損失の一部が寄付金認定されたことにより過年度法人税21百万円が発生したため、当期純利益に

つきましては、前回発表予想を下回る見通しであります。 

 ＜連結＞ 

連結業績予想につきましては、売上高、営業利益及び経常利益において前回発表予想を若干下回

る見通しであります。なお、当期純利益につきましては、個別業績予想の修正理由に記載しており

ます連結子会社の損失の取り込み及び過年度法人税の計上による減少要因はあるものの、当社子会

社であります株式会社 Y’s propertiesの保有する不動産売却に伴い固定資産売却益120百万円を計
上しているため、前回発表予想から若干の減少に留まる見通しであります。 

 

 
以  上 


